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「奥畑谷戸自然観察会」 
11 月 11 日にエリアマネジメント南山主催の奥畑谷戸自然観察会を開催しました。奥畑谷戸公園(予定

地)の丘にある展望デッキに登ったり、周辺の山を歩いたりする自然観察会です。観察会の後は、奥畑谷

戸公園事務所で参加者の皆さんとトン汁をいただきました。 

奥畑谷戸公園予定地は、普段、一般には開放されておらず里山の自然がそのままに残っており、住宅

地のすぐそばで豊かな自然を満喫できる場所があることを始めて知りました。講師の桜井さんから散策途

上で観察した、コナラ、クヌギ、杉の雄花、シロヨメナ、ヌルデなど解説をしてもらいました。 

ヌルデは、花が咲いた後の実に白い粉が吹き出て、塩味がするそうです。当日、観察したヌルデには実

が見つからなかったので塩味を試すことはできませんでしたが、昔は塩の代わりに利用していたり、山で

塩分の補給に利用したりしたこ

とあったそうです。ハゼ、ヤマウ

ルシと同じウルシ科の木だとの

ことですが、当日触った後もか

ぶれませんでした。 

杉は、既に雄花が生育して

おり、春になると多くの人を困ら

せる花粉がこの中に詰まって

いて準備を進めているようです。

（小部） 

●お問い合わせ先  
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里山コモンズクラブ
通信「みなみやま」は
NPO 法人南山の自然
を守り育てる会の活
動案内です。 
http://ina-mina.com/ 
 

杉の雄花の蕾 ウッドデッキからの風景 

奥畑谷戸の森 ヌルデ 
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「南山の昆虫、ベッコウバエ」 
11 月 11 日の日曜は南山の自然観察会。林の入口にタヌキの

溜め糞と思しき糞の山を発見した。そこに集っていたのは、一見

ハチのように橙色の羽虫。見覚えが無いので後で調べたら「ベッ

コウバエ」と解った。 

手元の図鑑によれば「17 ミリ内外、日本全土に分布。主に夏か

ら秋にかけ木陰の湿気ある場所で見られ、腐敗した食べ物や糞

に集まる」とある。また、森林が無くなると見られなくなるとの報告

もある
*1

。しかし生態はまだよく解らない所も多いらしい。 

色は綺麗で多少目立つようでも、特別役に立つか、逆に恐るべ

き害虫かでなければ一般の人の関心は集まらない。それ故調べ

る人も多くないのだろうか。そう思ってもう少し調べて見ると、新潟で「シチジュウゴンチ」との異名があると

の記述がみつかった
*2

。これは、このハエが家の中で見つかると 75 日目に雪が降る、という伝承によるも

のらしい。この虫の行動から、季節の変化を感じ取っていたのだろう。 

自然界では生き物はそれぞれ役割を持ち、ハエも死骸や糞など汚物の分解を助けている。そう思えば、

一寸の虫でも見方が変わるだろう。 (桜井)  
*1 森林総合研究所 H27 年報：

https://www.ffpri.affrc.go.jp/kys/research/kankou/nenpo/documents/27kysnenpo.pdf 

*2 おばばのブログ 2010-11-09： https://ameblo.jp/suzumemori224/entry-10702184725.html 

普段、何かと忙しくて会活動にあまり参画できない！！ でも少しは会に貢献したい！！ そんな会員の方はおられま

せんか？ 私たちの会報を皆さんの力でもっと充実させませんか？ 何でも結構ですので、記事の提供をお待ちしてい

ます＾＾ 広報担当 小部 

ベッコウバエ 

里山保全活動やオオタカ、サンショウウオの希少種調査など、 

会員として一緒に活動しませんか？ 

場所：稲城市城山体験学習館 学習室 毎月第1日曜日10時～１２時運営会 
入会申込先：ＮＰＯ南山の自然を守り育てる会  
事務局：梁川（やながわ）携帯090-6658-7611 
メールアドレス minamiyama@gmail.plala.or.jp 
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